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界の深み」に立ち会い、その奥に入り込んでいく精神的な営み
ととらえるならば、そうした行為はきわめてアートに近いもの
なのである。歴史に名の残っている哲学者は、世界の見えない
次元にも入り込み、存在の「奥」にあるものを感知し、それを
表現しようとしたのである。
　このような考え方から、長岡造形大学の哲学の講義において
は、近代ヨーロッパに成立した狭い意味での哲学のみを講義対
象とはしていない。むしろ伝統哲学について厚くし、ギリシア、
インド、中国などで成立していた世界ヴィジョンについて語っ
ている。伝統哲学では、哲学とは必ずしも知性のみではなく、
感覚・感情や直観を含む心の機能全体（それを「魂」という語
で表してもよいが）によって、世界の深みへ入ろうとする行為
として理解されていたのである。
　このため、哲学の講義では何回かの「実験」を行っている。
哲学の実験とは聞いたことがないかもしれない。これは、世界
を感じることを再発見するためにワークを行うということを意
味しており、それによって「哲学の始まり」を体験的に理解す
ることを目的としたものである。この稿では、そうした実験の
うちの一つを紹介し、学生たちがそれによってどのような「世
界感覚」を経験したのかを分析してみたい。
　ここで取り上げるものは「音を聞く瞑想」という形をとって
いる＊１。その課題の全文は次のようなものである。
実験 1：サウンド・エデュケーション
サウンドスケープという新しいデザイン分野を開拓した、マリ
ー・シェーファーという人がいる。その著書『サウンド・エデ
ュケーション』の最初にのっているエクササイズをアレンジし
たものがこの実験である。
この実験の目的は、「世界を感じるということの深みを再発見
する」ことにある。
静かな場所を選んですわる。うるさい場所はさける。
いま、目を閉じ、すべての雑念を遠ざけ、ただ「聞こえてく
る音」だけに注意を集中する。そして、聞こえてくる音をで
きるだけたくさんの種類、聞き分ける。
１. その音の種類をすべてメモする。
２. メモを終えたら、いったんメモを置く。次には、音が空
間を流れていくのをじゅうぶんに感じる。音と一体にな
るような感覚を味わう。ある程度深く感じられたと思っ
たら、その感覚をレポートする。
数種類に気づくのは簡単だが、それではまだ真剣に聞いたこ
とにならない。10 種類以上、またはそれに近づけるように「聞
き分け」に努力すること。真剣にやっていると、「空間の感覚」
や「私の感覚」が変化することを感じるはずなので、そこへ
いくまでやってほしい。
これは「感じられたことの報告」であり、「考察」は求めて
いない。
　ここではサウンドスケープという分野や、シェーファーその
人の思想について深入りすることはできない。必要な範囲のみ
触れておくと、『サウンド・エデュケーション』とは、世界に
ある音を聞くという行為をより自覚化するために、音を聞くと
いうことにかんする 100 の課題を集めた本である＊２。シェーフ
ァーはそれによって「内側からのデザイン」へと到達させよう
としている＊３。つまり、ふだんは無自覚的に行われている「聞
く」という行為を再発見することで、同時に「世界というもの、
世界に存在している自分」をも再発見するということである。
つまり「世界と自分との関係」を感じなおし、深めるというこ
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１．哲学の始まり、そして哲学実験
　哲学の始まり。およそ哲学は「始まり」こそおもしろいもの
である。すでにできあがってしまった哲学を体系として学ぶこ
とにも意味はあろうが、それはしばしば、よそよそしい「お勉
強」に終わってしまう。そもそも哲学とは何を問題とするもの
なのか。なぜ、このようなことを論じるのか。それを理解する
ためには、人それぞれに「哲学の始まり」を体験する必要があ
るのではなかろうか。あまりにも専門化し、ディシプリンとな
り、蓄積された知識をこなしていくような哲学のあり方は、専
門家による専門家のための哲学である。それにも多少の意味は
あろうが、そのようなことばはなかなか人に入っていくことが
ない。特に、近代ヨーロッパで専門分野として成立した哲学は、
あまりにも専門家のための特殊領域となってしまった。そのた
めに、哲学は文化一般に対する影響力をほとんど失ってしまっ
ている。
　哲学の始まりに立ち会うとはどういうことか。それは、世界
というものがあること、自分というものが存在すること、その
「不思議」を実感することである。あたりまえのものがあたり
まえではなくなる。それは「世界の深さ」を学ぶこと、世界を
感じることの不可思議を再体験することである。
　哲学は思考のみで構築されるものと思われているが、必ずし
もそうではない。それは近代哲学の一部で信じられていること
にすぎない。哲学というものを、古今東西において、およそ「世
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で約 80％くらいであった。成功率が変動した原因は明らかで
はない。
A．溶ける、境界の消失
　かなり多く見られる感覚は、自分と空間との境界が薄く、
あいまいになり、溶けていくような感覚である。
　以下、体験は記号によって参照する。
　A1「自分の体と空間（空気）との境界線が歪んでなくなっ
ていくかのような感覚がした。まるで空間と自分が同一化し
ていくかのような感覚で、部屋中に自分がいるかのような感
覚。空間に溶けていくような感覚」
　A2「境界線があいまいになり、自分と " 世界 " という境が
無くなる様な感覚」
　A3「自分と空間が混ざり合う感じ」
　A4「自分の意識（身体？）の境界が徐々に、なくなってい
くような、そんな感覚が感じられました。それはまるで、自
分の意識が、自分の中にではなくて、この空間 （全体）の中
に存在しているような、そんな感覚でした。普段の自分の意
識や感覚とは、全く違う状態を体験する事ができました」
　これは身体感覚の変化が空間感覚の変化とつながってい
る。身体はふつう皮膚によって外界と分離されていると意識
されているが、視覚を遮断して音に集中していくと、それと
は違う身体感覚が出てくる。私の経験では、これは坐禅など
でもよく出現する現象である。それは、坐禅の接心 （合宿に
よって集中的に坐禅を行うこと）で二日目くらいから起きた
のだが、逆に、この実験を 15 分くらい初めてやっただけで、
このような感覚変化に到達するというのは驚きでもある。坐
禅の場合はそれほど早くからはこれは起きないものである。
　そして、この自分と空間が混ざり合う感じについては、こ
ういう報告がある。
　A5「自分と空間が混ざり合い始めた直後は、なんだかきも
ち悪い感覚でおかしな感じだったが、混ざり合うにつれてき
もち悪い感覚はなくなり、自分と空間が混ざり合っているこ
とは自然なことなのだという感覚になった。快いとかではな
く、混ざり合っていることがあたりまえという感じに変化し
た」
　A6「この自分が溶け出している空間に私というものがある
という事を感じました。それは空間を意識していた自分と少
し似てはいますが、自分が空間に溶け出し、そしてそれを感
じている自分が居る、という事のような気がします」
B．空間の拡大
　空間そのものが大きく感じられてくる経験も報告される。
　B1「部屋という狭い空間にいる感覚がなくなり、ただ白く
壁がなく地面もないが、浮遊感はない広い空間にいる、存在
しているのだという感覚になった」
　B2「自分が離れていくような感覚、部屋は 6 畳しかないの
に段々広いところのような感覚になった」
　B3「音を感じるにつれて無限の空間のような感じがした。
宇宙に一人浮いているような感覚だと思う」
　これも境界の無化と似ていて、空間の拡がりが意識される
と。おそらく、シェーファーのサウンドスケープはそこまで
の射程を持っているのであろう。ここで、哲学の課題と交わ
る点が生じてくる。音を深く聞くことは空間を深く感じるこ
とにつながり、それは空間に存在する自分についての理解を
深める方向へも行きうる。
　『サウンド・エデュケーション』の第一課題は「聞こえた
課題をすべて紙に書き出しなさい」というものである＊４。哲
学実験の第一ステージはこれとまったく同じである。そこに
私は、第二ステージ、すなわち「音を聞くということを通し
て空間認識を追求する」という過程をつけ加えた。
　それはなぜか？　私はある禅の老師のことばを聞いたこと
があった。その老師はある人にこう言ったそうだ。「あなた
は坐禅をしなくてもいいが、聞こえてくる音にずっと集中
を続けてみてください。坐禅の極意はそれでも得られるので
す」。だいたいこういう意味であった。つまり、純粋に音に
のみ集中していくという行為は、坐禅すなわち瞑想と同じ効
果を持ちうるものだと述べているわけである。しかも、ある
一つの感覚に集中するということは、すべて感覚から心を離
していくという本来の坐禅よりも、素人には取り組みやすい
方法である。
　すなわち、第一ステージで、できるだけ多くの音を探すと
いう行為をして、音への集中力を高めていく。ある程度集中
ができたところで、今度は何の音かを探すということではな
く、ただ「音を聞く」ということにのみ純粋に集中していき、
そこから一種の瞑想状態に入っていくのが第二ステージとい
うことになる。それによってふだんとは違った世界感覚が生
じてくる。それは特に、身体感覚や空間感覚の変化として生
じてくる。この実験は、このことを主眼とするので、サウンド・
エデュケーションという名前はつけているが、シェーファー
のものとは少し離れてきている。その点はあらかじめ断って
おく。
　それでは、次に実験の結果現れてきた感覚を分類して紹介
し、その後その哲学的な意味、その「哲学の始まり」として
の意義について考察することにしよう。
２. 実験結果の分析
　ここでは、2006 年度および 2007 年度の実験結果レポート
を素材として分析する。提出された数は 06 年 77 枚、07 年
62 枚である。受講者は 1 年次が 9 割程度で、残りが 2 ～ 4 年
である。後期に行われ、出席者はだいたい 80 ～ 90 人前後の
日が多い。以前 「現代思想論」という名称の時は受講者が多
かったが、「哲学」に名称変更すると、「難しい」というイメ
ージからか受講者数が減少してしまった。名称変更したのは、
現代のみでなく伝統哲学の紹介に力を入れたかったからであ
るが。
　実験の第一ステージの、音の種類を聞き分けるところは、
集中をするための手段なので、そこで何種類レポートできた
かということはあまり問題ではない。だいたい、少ない人で
10 種類程度、多い人で 20 種類以上があがっていた。これは
実験を行った場所にもよるであろうが、できるだけ多くの音
を聞こうと努力した形跡はうかがえる。
　実験の主な目的は第二ステージにあるので、そこの感覚変
化についてのレポートを重点的にとりあげる。要素ごとに分
類してあるが、一人のレポートに複数の要素が含まれている
場合も当然多くある。
　第二ステージで、空間感覚や「私の感覚」の変化を体験で
きた、つまり実験が成功したのは、06 年度で約 60％、07 年
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　D7「私の周り、いや私の存在だけが音も何も、時間ですら
動いていないのだ。私一人だけがあたかもそこに居なかったよ
うな気がし、あたりを見回すと、周囲の音にとけ込んだ気がし
たのである」
　D8「私は、特技という訳ではありませんが、手足を砂にす
る事ができます。実際に砂にできるのではなく、感覚をシャッ
トアウトして自分の体が風に舞う砂の様な感覚になるのです。
今回の実験はそれにとても近い感覚を得る事ができました」
　D9「実際にいる部屋よりも空間を広く感じ、逆に自分が縮
小していくように感じた。私自身は、真っ黒な一つの塊になり、
暗い空間でただそこにあるだけのような感覚になった」
　D10「自分という存在があまり感じられなくなり、まわりの
音による想像のけしきの中に自分がとけていくような感じがし
た」
　
E．意識の鋭敏化・拡散化
　E1「自分がなくなる様でいて、とぎすまされていくイメー
ジがあった」
　ここに「自分がなくなる」という感覚と同時に、「とぎすま
されていく」というイメージが出てきたが、それはさらに、身
体とはまた別に「精神」や「意識」の存在を実感するという感
覚とつながるものもあった。
　E2「肉体の感覚は空気の流れを感じるほどリアルで鮮明な
のに対し、精神はどこまでも " 空間 " と一体になり、ひろがり
を持っていく感覚。精神の自由さというか、キャパシティの大
きさを感じる。…また、なぜか、自分の精神が自由に飛びまわ
るようなイメージがうかんだ」
　E3「聞こえてきた音の映像がイメージされていった。その
イメージが風景になってきた。でも、その風景は、自分の目を
通して見ているのではなく、自分ではない何かが別の世界から
眺めている感じがした。自分という存在を感じない時間だっ
た」
　E4「外と自分は、同じ世界に居て、全く違う世界に居るよ
うな…いまの世界を映画館のスクリーンで見ているような感じ
だった」
　E5「途中から自分の意思のような何かと自分の体とが離れ
ているように存在しているような感覚になった。また、それは
まるで自分はここに存在しているのに、意思はどこか遠くの場
所にあるような不思議な感覚だった」
　E6「音を意識する体の機能だけがどこか遠くへ行ってしま
った感じがした」
　E7「自分は部屋に存在しているのに、音の起きる場所にい
るような感じさえしてくる、意識？がフラフラと様々な場所へ
行っていると共に自分という物を形成しているはずの物もまた
窓やドアから入る風？空間の揺らぎに揺らめいているような感
覚がしてくる」
F．孤独感、単独者の感覚、別世界の感覚
　時として、自己意識が尖鋭化し、「世界に自分が一人だけあ
る」という感覚として現れる場合がある。この感覚は哲学的に
は重要なものである。それは「孤独」というネガティブな感情
を伴うとは限らない。伴わない場合にはむしろ「単独者の感覚」
とでも呼ぶべきだろう。
ことである。
C．世界との一体化
　境界があいまいになり、世界と自分とが一つになったような
感覚が生じる場合がある。
　C1「そのうちに、右にある音と左にある音が段々と広がり、
それが全体になるのを感じた。一つになった音に包まれる感覚
は、世界がそこにあることを感じさせた。自分がこの広大な世
界の中にいる感覚は、自分が世界の一つになるようだった。世
界が自分であり、自分が世界だというのはこういう感覚なのか
と感じた」
　C2「だんだんと自分のまわりの音がまざり合っているよう
な気がしました。…　そして、次に私の中がまわりの音で満た
されているような気がしてきました。そしてなぜかその感覚が
心地いいと思いました。…　私が私のまわりの空間の一部にな
っていくような変な気分でした。「私の感覚」も、変化してい
くような気がしました。まわりの音たちが私の中に入ってくる
ような、これもまた変な気分でした。不思議とこの実験が終わ
ったあとは気分がよくすっきりとした気分でした。私が世界の
一つであって、世界が私の一部である、という事が分かったよ
うな分からないような不思議な気持ちでした。一人でいても、
まわりでは色々な音がして、一人じゃないような感覚でした。
まわりにとけこんでいくというのが心地のいい事だと感じまし
た」
　C3「自分が大気とかそんなカンジの何か巨大なものとリン
クし、その中に存在してそうなあらゆる情報が自分へと流れ込
んでくるような来ないようなやっぱり来てたりしたりそーなカ
ンジでなんだか謎な原理で感知できる」
D．自己の無化
　また、自分がなくなっていくような感覚として出現する場合
もある。これは、自分が消去されていき、そこにただ空間のみ
が感じられているということであろう。その意味で前項の「世
界の一体化」と近いものがある。これもかなり報告数が多い。
　D1「聞こえてくる音だけ聞いていると、自分の内部が空洞
になり、聞こえてくる音が、自分の体内と外部を自由に出入り
できるような感覚を受けた。また、その時は「自分は音を聞い
ている」という自覚は持っていなかったように思う」
　D2「自分が砂とか霧とか限りなく実体のないものになって
いく感じがする」
　D3「自分がここにいるのにいないような不思議な感覚がし
ました」
　D4「普段の生活で気付けなかった自分の「無」への意識を
感じれたと思います。そして、空間の流れとは、こんなにもゆ
っくりと優しく流れていたのかと思いました。すべてが「無」
の空間に私たちの感覚がとけこんでいたんだと気付きました。
自分の「無」の感覚と空間の感覚が融合した時、自分の意識の
変動を感じました」
　D5「なんだか、自分は透明人間になったとか、そのへんに
ある置物になったというかんじです。すごく世の中を客観的に
考えられた」
　D6「ただ、耳の中に " 情報 " が入っているという感覚だけで、
今、～の音を聞いているんだなという意識すら頭に浮かんで来
なくなりました」
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てしまった感じだ」
　G5「まるで自分も外の音と一緒にどこかへ流れていくよう
な錯覚を覚えた」
H．その他の空間感覚
　空間感覚に関する興味深いコメント。
　H1「とても幻想的な空間に吸い込まれていくような気がし
た」
　H2「静かな場所に意識を向けることでその空間の奥にまた
空間があるような不思議な気持ちになりました」
Ｉ．身体感覚の変化
　身体感覚についてのコメント。
　I1「縦横様々な方向に体が回転しているような感じがした」
　I2「自分の身体が自分の物じゃない様ななんとも説明しづ
らい感覚である」
　I3「体がどこか遠くにいってしまったように思えてきて、
自分の体が大きくなったような小さくなったようなよくわか
らない感覚になった。とくにいやな感じには思わなかった」
　I4「私の体がゆっくりふくらむ感じがする。どんどん沈ん
でいく感じもする」
Ｊ．存在感覚の変化
　これは「私」に関するかなり微妙な意識を書いている。
　J1「この空間には確かに「私」が存在するというような、
確信に近い気持ちになり、不思議だった。安心感にも似た気
持ちでもあった」
　J2「自分の中の何か魂のようなものが出て行ってしまいそ
うで少し恐怖に近いような感覚を覚えました。今思うと、最
初の方の自分の感覚からだんだんと空間の中に引きずり込ま
れていってしまっているかのような感覚だったのではないか
と思いました。その感覚の先にどうなってしまうのかが気に
なって来ました。自分の中では一種スリルのような感じもで
きてしまったようです」
　ある意味で対照的である。J1 は「存在の確かさ」について
語り、J2 は逆に、「存在の不安定」について書いている。
K.　音の感じ方
　音に関するユニークな感じ方を集めてみた。いずれも詩的
でみごとな表現である。
　K1「音が透明な場所からやって来て、風をきり、小石を踏
む音などをまぜ合わせながら、ぐるぐるタイヤを回す音をか
なで、また透明な世界へ走り去っていくようでした。少し不
思議な感じでした」
　K2「いろんな音を深く深く聞き入れようとした結果、たく
さんの音が一気に取り込まれ、自分の世界に入った。確かに
音はしているのだが、逆に静かだと思えた。そのとき、音の
一線を越えたんだと感じた」
　K3「種類の異なる音が、一つの世界に一緒になって存在し
　F1「感覚としては、モノクロームや白い淡い灰色がかった
世界に自分だけがいるという感覚が感じられた」
　F2「まるで何もない窮屈で狭苦しいイメージな空間でただ
独りポツーンといるような感覚におちいっていったので慌て
て我に返っていって、もう一度音に集中していくと今度は音
が少し距離が離れたというより少しくぐもっているという感
じに聞こえづらいけどちゃんと消えないでいてそのかわりに
また独りで何もない空間にポツーンといるのは変わらないん
ですけど、今度はまっ白な空間というイメージが湧いてきて、
何故かはわかりませんがちゃんと立っているのに上下左右見
渡す限り終わりがない位にとても広い空間で、余計に孤独感
が増していきまた慌てるように我に返っていました」
　F3「段々と音が消えていって、最終的に自分の心音だけが
聞こえた。そして、暖かいけど強く孤独を感じた。次に音を
ただ静かに聞いていたら、段々と周りの音が大きくなってい
って…ある時を過ぎたら、自分の心音を残し音が消えた…で
も、すぐに木の声などが帰ってきた…今回は、孤独を感じな
かった」
　F4「何だか自分と他の世界が別々に存在している気分にな
った」
　F5「だんだん自分がとても小さくなったような感じになっ
た。あるいは世界の方がとても巨大化したような感覚になっ
た。目を閉じているとこの感覚を感じている時間が長くなっ
て行くにつれて孤独感のようなものを感じるようになった。
自分だけが同じ世界でも別の空間にいるような気分になっ
た」
　F6「部屋の壁がなくなってその広い空間には私だけがいて、
机もいすもなくなって声が流れているような感覚になりまし
た。そして私もこの世界に溶けこんでいるというように感じ
ました」
　F7「この世には自分しかいないのではないかと、孤独感を
感じた。しだいに自分というものはいなくて、ただ音が通過
していくだけの存在に感じた」
　F8「自分だけがとりのこされて、まわりはいつもどおりの
流れでいるようなさみしい気がした」
　F9「私だけに聞こえている不思議な空間にいるような気が
した。周りの世界から私一人だけ別世界にとり残されている
ように感じた」
　F10「自分の世界にいるというか、自分だけが違う世界に
いるような不思議な気分になった」
　F11「自分が孤立していくような感覚になる。自分とその
音は同じ場所に存在しているはずなのに、音がどんどん拡張
されていって自分の存在が小さくなっていく感じがして不思
議な気持ちになった」
G．浮遊感
　つづいて浮遊感。これは前の A. 溶けるという感覚とかな
り近いだろう。
　G1「浮遊感があって、どこかに流されていくような感じで
した」
　G2「自分が今座っている事を忘れ、どこか浮遊しているよ
うな感じがした」
　G3「自分もその空間の中に浮遊しているような感覚になり
ました」
　G4「自分がとても小さなものに思えて、音という膜にすっ
ぽりと覆われている。体がふわっと浮いて、地面がなくなっ
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は、視覚が存在する世界とは、空間感覚などの点において、ひ
じょうに異なっていた。
　その世界は、けっして、非現実ではない。それは、聴覚に集
中したときという条件下における現実である。逆に言えば、こ
の瞑想を行っていない日常性において体験される現実もまた、
ある条件下において成立している現実なのではなかろうか。
　レポートにはこのような考察もあった。
N1「聴覚だけでは資料不足でやはり五感と経験の基準があわ
さることで " モノがモノである " と確信させることが分かった」
　これは 2006 年度の講義で「モノはなぜモノであるのか」と
いう説明を行っていたので、そのことを実験を通して確認でき
たということである。
　つまり、私たちは日常性の中で、あるモノがあるモノである
（たとえば、花は花であり、赤は赤であり携帯電話は携帯電話
である、というような）ことを認知することによって、その経
験世界を理解している。それが「現実」として与えられている
ものである。
　しかし、こうした日常的な現実は、「ありのままの世界」で
はない。私たちは、あるモノをあるモノであるとする認知のた
めの情報を膨大に持っており、そうしたデータベースと知覚像
を対照しつつ、世界を認知していく。このことは、現象学など
の現代哲学のみならず、認知心理学や、脳科学のクオリア論な
ど、各所で語られていることである。つまり、日常的現実とは「構
築された現実」であり、私たちの情報処理機能によって生成さ
れた像である。いってみれば、コンピューターのディスプレイ
に映っている映像のようなものかもしれない。その映像は、複
雑な情報処理回路を通り抜けて、今そこに投影されているイメ
ージである。
　そうした認識は、現代の学問においてかなりの部分で共通理
解となっている。その見方自体については、ここで改めて新し
いことを言うわけではない。そのことは、伝統哲学においても
すでに気づかれていたことであって、現代の科学がようやく追
いついてきたということかもしれない。しかし、哲学の問題は
「その先」へ行くのである。
　今ここで、日常的現実とは構築された現実であるという命題
を受け入れるとしよう。ふだんの日常生活はそうした現実の自
明性の中で営まれている。しかしここで、もし視覚情報が失わ
れると、そうした自明性を構築する働きはそのままで作動しな
くなる。従って、そこには日常的現実とは違うモードにおける
「現実」が経験されることになろう。瞑想によって世界感覚が
変化することは、そのような理屈でも理解することができる。
　伝統哲学において、瞑想のような行為が評価されてきたの
は、そうした日常性構築の作動をひとまず止めることにより、
もう少し深い部分を探ることが可能になるのではないか、との
思いによるものであろう。伝統的なインド哲学の枠組みで行わ
れてきたヨーガでは、このように言われている。「ヨーガとは、
心の作用を停止させることである」（ヨーガ・スートラ）。つま
り、あるモノがあるモノであるという、ほとんど無意識に作動
している判断を一時中止するということである。禅において「無
心」といわれるのは、そうした判断中止の状態である。現代哲
学においてフッサールが「現象学的還元」のための判断中止（エ
ポケーという）の必要を問うたのも、たぶん本質的には似たも
のであろう。このように、第一のポイントは、日常性現実を構
築する作用の一時停止という事態である。
　では次に、「私」という問題に入ろう。なお、ここで括弧付
きで「私」と書くとき、それは哲学の問題としての「私」の存
ているというよりは、種類の異なる音が、各々の世界で一つの
音を、それぞれ発していると考えた。・・自分の体内の、細胞
一つ一つにも音があって、自分の体であることとは関係なく一
つ一つの細胞の音の世界が存在するのではないか」
　　
L．イマジネーション
　このワークに触発されて一種のヴィジョンを体験したケー
ス。
　L1「地球の音を聞いた気がした。その音を危機、地球に存
在する一つの生命体としての私を知った。その感覚は生まれた
故郷のような感覚でなつかしく思い、涙が出てきた。私は地球
そのものが私の故郷であり、家なんだと感じました」
M．終了後の感覚
　M1「実験を終えてしばらくは、課題もなく次の日もとくに
決まった予定もない日のようなリラックスして気持ちの良い状
態になっていました」
　M2「とてもおちつくので、作品作りの前とかにやってみよ
うかなと思う」
　終了後の感覚として基本的には上のようなリラックス感
（C2,M1,M2 ）や安心感 （J1 ）、静かな気持ちなどを覚えるケー
スが多いのだが、一部には F の一部にある孤立感や、J2 のよ
うな、急激な世界感覚の変化にとまどいや恐怖を覚えるケース
もないわけではない。
3.　実験結果より「哲学の始まり」への道
　以上に見たように、この音を聞く瞑想の試みによって、世界
感覚に変化が起こっている。それは、空間感覚の変化であり、
同時に、自己感覚・存在感覚（「私」の感覚）の変化でもあった。
その両者は連動している。
　この音のみに集中するという方法は、簡単ながら、短い時間
で深い瞑想状態と類似したところまで行くこともできるので、
なかなか優れた方法と言えるのではなかろうか。
　ここで報告された体験は、基本的には、毎年だいたい同じよ
うな内容である。決して、千差万別というわけではない。だい
たいは、上に分類したようないくつかのカテゴリーに入れるこ
とができるものが出現してくる。つまりそこには一定の法則
性、傾向性が存在する。
　ここで現れてきた世界感覚の変化が、なぜ、哲学の始まりへ
と導くのか？　それはこういうことである。もともと、根本的
に、世界がここに存立しており、それを体験している「私」が
ここに存在しているということは、不可思議な現象である。な
ぜそのような事象が存立しているのか、それは安易な答えを寄
せつけない根源的な神秘である。哲学とはまず、そういう事態
が「謎」であるという基本的事実に気がつくことから出発する
ものであろう。それが「存在の問い」と呼ばれるものだ。
　その問いの存在に気がつけば、どうしても考えてしまうが、
そもそもその問いは「考える」という方法によって答えに接近
できるものであるのか、それさえもまた謎である。おそらく大
事なことは、その謎に気づき、その「世界の深さ」を味わうと
いうことである。世界の深さを感じるということは、また、自
分という存在の深さに気がつくということとも連動している。
　この瞑想では視覚が遮断された。聴覚のみで体験される世界
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のフィールド構造」ということにもなろう。
　齋藤孝は、身体感覚を深めることによって、世界と自分と
が深々とつながっているという存在感覚が得られると言って
いるが＊７、この実験で経験されているのはそういうことでも
あるだろう。その「つながっている」というとき、世界は互
いに分離された物体の集合体として理解されるのではなく、
世界全体に拡散した身体性の中に、ある意味ではすべては包
含されている。そしてまた、その時に「音」も身体性を持っ
たものとして理解されるのである。K にあげた体験は、音の
世界と自己の世界との交流・交錯を表しているとも見ること
ができる。特に K3 は、音それぞれが「世界性」を有してい
ると感じており、そうした多数の「世界性」の交織としてそ
こに成立している世界を了解しようという直観を見ることが
できる。
　このように、「私」というものの存在、そしてその「私」
が経験する世界、空間というものが、日常的な常識を突破し
たところで体験されるとき、そこに「私」や「世界」が存立
しているということの深さも直観されることになるだろう。
そこで、J1 のように、「私」が存在することの深い感覚を得
ることもできるのだろう。当然ながら、メルロ = ポンティの
現象学にしても、その深さの、ほんの一端をかいま見た程度
のものにすぎないのである。
　また、J2 に見られるような不安感は、日常性における「私」
が相対化され、解体されることを予感し、その慣れ親しんだ
世界を防衛したいという心理の現れであるとも解釈できるだ
ろう。こうした反応もある程度見られるものである。
　しかし、F の体験記に含まれているような孤立感というも
のはどのように理解したらよいのだろうか？　これが次の問
題である。
　「世界には私一人しかいない」のではないか？　という感
想。これは見た目ほど奇矯なものであろうか。
　実は、「世界には私一人しかいないのではないか」ときわ
めてまじめに考えている哲学者も少なくない。たとえば永井
均は、そればかりを書いていることで有名である。また伝統
哲学でも、たとえば仏教の唯識哲学はそうした考え方である。
ただし急いで断っておけば、ここでいう「私」というのは日
常性の中に働いている私とはレベルが違う「私」なのである。
いってみれば、もっと深い次元での「私」なのである。
　つまり、そこに世界が存立しているということは、その深
い次元における「私」を起点としてのみ成り立っている、と
いう意味である。こうした直観は、西洋の哲学者ではデカル
トやフッサールにも見られたものである。その「私」とは日
常世界の中にあるいろいろなモノの一つとしての私ではなく
て、世界そのものに浸透し、世界と表裏一体のものとして、
世界そのものを自覚している「私」なのである。そういう意
味で世界とは常に「私」とともに生起しており、存在してい
るのである。こういう哲学的直観でいわれていることである。
　つまり、「世界に一人」という感覚が生じるということは、
その意味で、「私」を感受する次元が深化したことを意味し
ている。深い次元に立てば、常に、「私」は世界の中で一人
存在している風景が見える。むしろ、そこにおいて哲学が開
始されるという言い方さえあり得るかもしれないのだ。
　したがって、「ただ一人ある」という感覚も、また、「私」
と空間が溶融し、一体化していく体験も、どちらも似たプロ
セスの違った表現である。
　「存在」への深い感覚が開けていくとき、そこには「一人
ある私」の感覚が生じてくる。そのことは、ハイデッガーの
在を指している。
　日常の現実において、私はいろいろなモノに囲まれ、「私」
もまた、そうした世界のいろいろあるモノの一つであるかの
ように理解して行動している。その時、「私」とは、ある身
体を有しており、その身体と同一化しているものとして存在
している。つまり、日常的には、「私」はあたかも、世界に
いろいろあるモノの一つであるかのように存在しており、そ
のように認知している。
　しかし「私」とは本当に、世界にあるいろいろなモノの一
つなのであろうか？　「私」ははたして身体の中に収まって
いるものなのであろうか？
　ここで、実験で現れてきた体験を見てみよう。
　A グループの体験においては、「私」と周りの世界との境
界が薄らぎ、溶解していく感覚が語られている。
　A1「部屋中に自分がいるかのような感覚」、そして A6「自
分が空間に溶け出し、そしてそれを感じている自分が居る」
という記述からは、身体境界の溶融とともに、「私」もまた
狭義の身体内に位置しているという感覚から離れ、その空間
全体に拡大していることがわかる。B の空間の拡大、C の世
界との一体化、G の浮遊感も、A の溶融感覚と類似したもの
だろう。これは身体感覚の拡大でもある。つまりここでは日
常での「皮膚を限界として存在する身体」とは異なった身体
感覚がある。皮膚を境界として自他が区別されるという日常
的現実の構成ではなく、身体と空間とは相互に貫入しあって
いるというべきであろうか。
　D の「無になっていく」というのは、日常的に経験してい
た「私」の存在感覚の変化を物語っている。その日常的な「私」
からすればそれが無の方向へ行っている。しかし、空間全体
に拡散したような、もう一つの「私」の感覚が生じており、
それにフォーカスすると、上に見た A1,A6 そして E のよう
な感覚になってくるのであろう。それはあたかも、空間全体
に身体が拡大して、その空間自体が「私」の身体となったと
いう感覚である。これもまた、禅など瞑想の伝統では昔から
知られている経験であり、特異なものではない。十分に予想
の範囲内なのである。また、ここでの体験において、身体性
と意識とは必ずしも分離してはいないということにも注目す
る必要がある。身体性の拡大と意識の拡大は同時的である。
　いわば、空間の中にあるさまざまなモノの一つとして、他
とは分離された単体として「私」やその身体性が意識されて
いる日常の状態から、そのような単体ではなく、もっとひろ
がりを持ったいわば「場」のような存在として、自己が意識・
感覚されるという経験が生じていることになる。これは禅の
経験について、井筒俊彦が「意識のフィールド構造」と呼ん
だものと多少関係しているかもしれない＊５。
　また、メルロ = ポンティが、現象学を深化する過程で、身
体性は私の経験する世界全体に浸透するようにしてあまねく
存在するものと考えたことも想起される＊６。その身体性が同
時に「私」という意識とつながっている。私の身体は「物体」
として知覚することもできるが、それは、世界が物体によっ
て構成されているという日常的現実の構成の中において物体
として映じているのであり、あくまで日常的現実を構築する
作用の結果として物体であるかのように現象しているのであ
る。
　つまり、身体性には、ふつうの（日常内の）可視的な、物
体的な身体と、不可視的な、空間あるいは世界全体に浸透し
ているような身体性とがあるということになる。それがメル
ロ = ポンティの身体の現象学で言い表されていることであ
る。この後者は、井筒のことばをもじっていえば「身体感覚
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ということである。その「道」の入口を見出すこと――それが
「哲学の始まり」ではないだろうか。
＊１　このほかに、禅で行われている「数息観・随息観」の方法
による瞑想の実験も行った。これについては機会を改めて
発表したい。
＊２　R・マリー・シェーファー（鳥越けい子・若尾裕・今田匡
彦訳）：サウンド・エデュケーション、春秋社、1992 年。
＊３　同書、p.5.
＊４　同書、p.11.
＊５　井筒俊彦：禅的意識のフィールド構造、同：井筒俊彦著作
集（9 ）、中央公論新社、1992 年。
＊６　特に、M. メルロ＝ポンティ（滝浦静雄・木田元訳）：眼と
精神、みすず書房、1966 年。および、同 （同訳）：見える
ものと見えないもの、みすず書房、1989 年。
＊７　たとえば、齋藤孝：呼吸入門、角川書店、2003 年。
＊８　根本感情とはハイデッガーの用語であり、哲学的な問いの
基盤となる基本的な「魂の気分」のようなものを指してい
る。それは日常性の中で生起する感情よりも、深い部分に
発していると考えられる。
哲学にも言われている。それは、ある場合には寂しい感情を伴
うものかもしれない。しかし、その寂しさの中へ、全面的に入
っていくと、それはある「根本感情」に変化する＊８。その寂し
さの中で、その孤立感の中において、存在への深い感性を感じ
ることができる。実は、伝統的に、そのような存在の神秘性を
完全に味わおうとする美学が成立したこともあった。それが、
日本における「幽玄」の美学である。
　たとえば有名な「三夕の歌」。「寂しさはその色としもなかり
けり真木立つ山の秋の夕暮れ」（寂蓮法師）。これは確かに「寂
しさ」の感情を歌っている。しかしその寂しさは拒否すべきネ
ガティブなものではないのである。むしろその寂しさの中に完
全に入っていくとき、世界があり「私」がそこに生きていると
いうことの奥深い感覚を味わうことができる。この寂しさとは
「単独者」という存在感覚である。この歌において、自分一人
しかいない風景であることは一読してあきらかである。「心な
き身にもあはれは知られけり鴫立つ沢の秋の夕暮れ」（西行）　
「見渡せば花も紅葉もなかりけり浦の苫屋の秋の夕暮れ」（藤原
定家）――いずれも、その世界には自分一人しかいない。一人
しかいない世界において、存在が静まっていく。
　この寂しさ、「一人であること」の感覚は全然ネガティブな
ものではない。それは存在の深い感覚への招待状のようなもの
である。その寂しさは、日常性の世界においては決して経験す
ることのない寂しさであり、実存の深みに触れたことから来る
根本感情なのである。
　体験記に戻れば、D の自己無化においては、日常性における
「私」が剥落していったのであり、F の「世界との疎隔感」に
おいては、より深い次元における「私」の世界感覚への入口が
かいま見られていたのかもしれない。このような感覚は、日常
性の隙間に、エアポケットのようにして不意に出現することも
ないではないだろう。そのような見過ごしがちな瞬間を取り上
げ、そこにあらわれた根本感情にとどまり、そこから問いを発
することが、哲学の始まりとなるのである。
　この「寂しさ」は、必ず孤独感が伴うとは限らない。F の中
でも、「一人」であったり、「別世界」にいる感覚であっても、
そこに孤独感が伴わないものもあり、そういう場合は「単独者」
という感覚と表現すべきであろう。三夕の歌にしても、そこに
卑近な意味での孤独感のみを見るのは、浅い読み方とも言われ
よう。むしろ「単独者であることの存在感覚」をそこに読むべ
きではなかろうか。それは、深いレベルの「私」が浮上した、
と理解すべきことなのである。
　哲学は、ここで語られた経験の大半をすでに知っている。そ
れはすでに先人が通った道なのである。だからこそ特に伝統哲
学において、瞑想が重要な意味を持つものとして尊重されてい
た。それは世界の深さを感じるための手段だったのである。
　「サウンド・エデュケーション」を応用した「音を聞く瞑想」
においては、全くの初心者である学生たちの多くが、哲学的問
いの始まりの地点を体験することができた。世界がそこに存在
すること、「私」が存在することは、日常性の常識では計り知
れない謎を蔵していたのである。それは、恐い世界であろうか？
　――いや、そこには、より大きな何かと「私」が接続してい
るという、深い安心感へと通じる道も開けているのである。そ
のような世界感覚を発見することは、私たちの文化にとって意
味のないことであろうか。
　そのような意味で、哲学は、世界への帰郷であり、「私」へ
の帰還である。それが哲学本来のあり方である。
　哲学には「答え」はないといわれている。答えのない問いを
問うのは無意味だろうか？　問うということは、「道」にいる
